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1.最近 の 動 き/CurrentTopics
@主 要 来訪 者/ForeignVisit◎rst◎NISI[`EP
8/1(水)Dr.JonD.削1er(米ノーザ ン ・イ リノイ大 学 世論 調 査 研 究所 長)
1.Botskor(西独 「ハ イ テ ク」 編 集 者)
/3(金)DenisFredSimon(米タ フ ト大学 フ レッチ ャー ス クール)
/29(水)中国 ・国家 科 学技 術 委 員 会科 学 技 術 体制 ・管理 研 究 所 視 察 団
2醗 ノ ー-FIResearchN・tel
? 日本 の民間企業 の東 アジア諸国への技術移転 についての調査研究(中 間報告)
1.イ ン トm
南北 の経済格差 が拡大す るなかで、 田本 は開発途上国 に対する科学技術面 での
国際協力 を一層推進 して い く立場 にある。 日本 と広 い意味での途上国 との技術面
での関係 は、公費で技術者を派遣す ることなどの政府間の技術協力の他に、民間
企業の活動 による技術 の移転効果 も見逃 す ことはで きない。む しろアジアNIE
S、ASEANな どの東 アジアの目覚ま しい工業化 には、 日本企業の大量 の投資
が一つの役割を担 って いる。
本調査研究では、 その ような日本の民間企業の活動 による技術の移転効果 を明
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らか に しよ うとする ものであ る。
現在、東ア ジア各国は工業化 を進め るため、よ り高度 な、よ り広範 な技術 を必
要 としてお り、 このため韓国 などこれ らの国々には、先進国 とりわ け日本 の企業
は もっと技術移転 を進め るべ きであ り、 日本政府 はそれを推進 すべ きであ るとい
う考 えが ある。他方、 日本企業側 と しては技術移転 は商業ベ ースで行われ るもの
であ り、技術移転 が進 まないとすれば受 け入れ側の技術吸収 に問題が あるとい う
ことが挙 げ られ る。 つま り、技術移転 をめ ぐる認識 のギ ャップが存在 してい る。
これを、今後大 きな摩擦 と しないためにも、技術移転 をある程 度客観的 に認識
し、分析 を して い くことが必要である。
2.研 究 の視点
本調査研究 は日本企業か らの技術移転の メカニズム(ど のような条件 のもとで
行われ、製品 を作るのに必要 な技術が どのよ うな順序で移転す るか、技術移転 の
限界 はあ るか など)を 明 らか にす ることをテーマと している。民間の技衛移転 に
影響を与 える要素は相手国 の労賃 や企業誘致策 など様 々であるが、 ここで は研究
の視点 として、技術の特徴や進歩 が技術移転 に及 ぼす影響 に絞 った。
3.研 究内容 ……海外生産 と部品調達 に着 目
民間企業 の技術移転 はいろいろな形態があ りうるが、本調査研究では、 その中
で日本企業 の直接投資に着 目 した。 日本企業 のカ ラーテ レビの東 アジア(ア ジア
NIES、 タイ、 マ レー シアに限 った。)に おける現地子会社での生産 にっ いて
ケーススタデ ィを実施 した。 カ ラーテ レビを選 んだ理由は 日本企業 の海外生産の
歴 史が長 く、技術 の移転 が進 んで いると考え られ るか らである。
一般 に、海外生産 において部品か ら最終製品まで全部作 っているとい う例 は少
な く、む しろ多 くの部品は現地工場以外か ら調達 されて いる。 この うちどの部品
が現地国で生産 されているカ＼ 逆 に日本 で生産 しているか とい うことは、明 らか
ではない。本調査研究ではテ レビの各種部品の うち、海外で生産 また は調達 され
るものは、 それを生産す る技術 はその国に移転 されているとい うことにした。 こ






(1)図1はE本 電子 メーカ一口一2社の東 アジア地域 にお けるカ ラーテ レビ生産
の部 品調達先 を国別に集計 した もので、上段 が 日本以外の国(す べて アジアの国
)か ら、下段 は日本か ら調達 している度合いを示 して いる。主 な部品 として11
種類 ピックア ップ した。 これか ら言 えるのは、全般 に日本 か らの部品供給 はそれ
ほど多 くな く、部 品供給の 日本か ら海外への シフ トが進んでいることである。 し
か し部品 によ り違 いがみ られ る。 日本以外 か ら調達が多 く行われる順序 でみてい
くと、 キ ャビネ ットはすべて 日本以外の国 か ら調達 してお り、 コイル、抵抗 など
もほ とん どそ うである。CRTも 日本以外か らが多 くな っている。 チューナー、
フライバ ック トランス、偏 向 ヨークな どは日本か らと日本以外か らが同 じくらい
とな ってお り、 それ に対 しトランジスタ ・ダイrt-一ドはほとん ど日本 か ら、IC
はす べて 日本 か らとなっている。
(2)図2は 同 じくカラーテvビ の部品調達先 を、企業 の国籍で分 けた。すな
わち調達国 とは関係 な く、上段が 日系企業以外か ら調達 している度合 、下段 は日
系企業か ら調達 して いる度合 を示 している。 日系企業以外か らの部 品調達 はほと
ん どないといえ る。 日系企業以外か ら調達があ るのはキャビネ ッ ト、 ブラウ ン管、
プ リン ト基盤、偏向 ヨー クなどでいずれ もその割合 は低い。
図1で 日本以外の国か らの調達は増加 しているにもかかわ らず、図2で はH系
企業以外か らの調達はほ とん どない。 これは 日本の大手電子メーカー部品部門 や
部品企業 が進出 しているた めと考 え られ る。 日本か らの調達は減 って も、現地企
業 に対 す る生産の移転、技術移転 はそれほど増加 していない と想像で きる。
電子部品 は自動生産化、高密度化、高信頼性 、低価格化 とい う方向で高度 に技
術進歩 してお り、新規参入には困難な状況が想 像され る。
(3)図3は カ ラーテ レビの部品体系 を理解 するため、製品 とその部品の連関
を樹形図に描 いた ものであ る(プ ロダク トトリー)。 上側が外回 り、 中央が、 ブ
ラウン管、下側 がテ レビの電子回路 の部品 とな って いる。左側に最終製 品のカ ラ
ーテ レビがあ り、 そこか ら右 に部品 が連な っている。
点線の部分 は過去の状態 を表 してお り、現在 は括弧 内の ものに変化 している。
これをみると、かっての真空管が トラ ンジス タに、い くつ もの電子 回路がIC
に置 きかわ り、部品や回路 をっなげる電線 がプ リン ト基盤 によ って姿 を消 して い
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る。 その ような回路の単純化 と、多 くの素子が大 きさが標準化 され、 自動装着機
械 で組立て られ るよ うにな ったことは、組立工程 を単純化 し、海外生産が容易 と
なる方向 に作用 したのではないか と考 え られ る。
5.考 察
以上の技術移転 の傾向 と技術 の進歩 や性質 について考察 してみる。
(1)企業 の投資 による技術移転は、基本的 に企業 内での国際的 な移転 といえ
るが、 その場 合 には、ICの よ うに研究開発 と密接 に結 びつ き、設備投資を多額
に要 する部品では技術移転 は しづ らい。技術的 な進歩 が速 くない一般的な部 品で
は技術移転を阻害 する要因はな く、 それ らの ものか ら順次海外へ移転 して いる。
組立技術 は部品の高度化や組立て 自動化 などで マニュアル化が容易 にな り、技
術移転 が簡単 になっていると考 え られ る。
(2)生産委託や技術移転契約 など企業 の外 に技術 が出る=場合 について は、ほ
とん ど移転効果 は発生 していない。 したが ってどの ような技術が移転 しやすいの
かを述 べる ことはできない。
一般的 には技術 の進歩が速 い ものは、企業外移転 の場合、現地企業 に技術 が定
着す ることはむずか しいのではないか と考 え られ る。
東 アジア諸国 におけるイ ンタビューでは、現実 には設備、部品 は購入す ること
により現地 資本 による操業は可能か もしれないが、品質管理や ノウハ ウは先進 国
企業か ら技衛移転 がないとなかなか難 しいとい う面 がある こと、現地資本金業 の
技術吸収 にっ いては、 うま く他国 の技術 を使って、 自国資本の企業 が育 って行 く
よ うに、企業家や技 術人材の充実 とい う点 で現地国側 が環境を整 えてい く必要が
あるのではないか との印象を持 った。
カラーテ レビで得 られた結果を もとに他の業種 について も調査分析 を行 い、比























































































































































































































カ ラー テ レ ビの 部 品 体 系 図(プ ロ ダ ク ト トリー)
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